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書評
戒田郁夫著『欧米財政学・経済学導入史上の
忘れられた人々』
杉
? ?
郎
I 
著者は，前著『西欧財政学と明治財政』（関西大学出版部， 1988年）において， (1)
明治時代における日本の財政が外国でどのように紹介されたかというこれまで未開
拓だった領域にいどんだが， (2)同時に西欧財政学が明治の日本にどんな文献を通じ
て導入され普及したかについても，資料的に多くを加えて従来の研究を発展させ
たl.本書は前著の研究成果，とくに(2)についてこれを継承しつつ，さらにこれまで
知られていなかっ事実を発掘して，日本財政学・経済学史に新情報を提供したもの
で，前著以後における著者の在外研究と国内留学の成果をとりまとめたものである．
西欧経済学のわが国への導入過程の研究は，これまで主として経済学の文献がど
ういう経路で，どういう日本人によって翻訳紹介されたかという点を中心におこな
われてきたのだが，最近はこれに加えて，どんな外国人が来日して経済学を講義し
たか（宣教師や外国人講師など），またどんな日本人が外国に留学して研究したもの
をわが国にもち帰ったか，という点に研究の重点がうつつてきた生文献による間接
的交流から人物による直接的交流へと関心がすすんだのは，幕末・維新期の内外の
歴史研究の一般的深化によるのだが，直接の原因として，最近わが国における大学・
高等研究機関の創立百年史などの出版が相つぎ，その刊行を機に大学の関係者（外
国人教師や留学生）の事跡が明らかになりつつあることによる．本書も，第 I部「欧
米財政学・経済学の導入と普及に貢献した人々」で，英国に留学した岩崎小二郎，
パリ公使館に勤務した宇川盛三郎，ェール大学に留学した三上正毅らをとりあげ，
第I部「欧米経済学と関西大学」で，関西大学からの最初の経済学専攻留学生とし
てロンドンに留学した戸田省三の足跡をさぐっているが，それはこうした最近の研
究動向に樟さすものとも見られよう．
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だが本書は文献の面からの交流史も視野におさめている．第I部「西欧財政学・
経済学の普及と忘れられたイギリス人」の第6章で著者は西村茂樹訳『経済要旨』
（洋々社， 1876年）の底本が従来渡部一郎編『経済説略（英文） j —ホエートリー
の著書からの抜粋一ーとされていたが，『経済要旨』の最終節「三大人」はホエート
リーからではなく， JaneHaldimand Marcel (1769-1858)のConversationson 
Political Economy, 1816. から採られたものであることをつきとめた．優れた啓蒙教
育者でもあったホエートリーの翻訳に「西村が主として女性や年少者向けの啓蒙著
作者であったマーセット夫人の著作のなかの一話を加え…た理由は分からないが…
寓話を付け加えることによって西欧経済学にヨリ親しませようと意図したのではな
かろうか」と著者はのべている叫
第I部第7章「明治前期日本の欧米への紹介者A.H.マウンジー」で著者は，前
著第5章でその「日本財政報告」を紹介したマウンジーの別の著書『薩摩反乱記』
A.H. Mounsey, The Satsuma Rebellion, 1879. の出版事情や本書の反響をくわしく
論じ，本書が西南の役と西郷隆盛の死のルポルタージュを通じて「英国社会に日本
の生きた姿を伝え，しかも西欧文化と異なる日本独自の文化の滅びゆく模様も人々
に印象づけ，…（それは）単なる歴史書ではなく，日本文化論でもある」とのべ丸
前著のマウンジー論を補完している．なお本書第II部第11章「大正期経済関係翻訳
書目録と TheEconomic Journalの追悼記事索引」の中で，著者が前著で日本の財
政経済事情の欧米への紹介者の一人として関説した添田寿一 (1864-1929)の追悼
文がEconomicjournalに掲載されている（執筆者はT.ジョーンズ）ことをのベ
て叫この点でも前著の叙述6)を補足している．
I 
本書第 I部でとりあげられた 5人のうち，アメリカのエール大学に留学して経済
学を修め，アメリカ財政学の導入に貢献した三上正毅 (1867-1946)は，帰国後ア
シュレー版に基づいてスミスの『国富論』とマルサスの『人口論』の翻訳を出版し
たが，この2つはともに多くの版を重ね，イギリス古典学派経済学のわが国への導
入にかなりの役割を演じた．つづいて彼はアメリカの財政学の書物を 2つ訳出した．
セリグマンの『租税論』 (E.R. A. Seligman, Essays in Taxation, 1895.), 大日本文
明協会， 1910年とプロックのr財政学』 (C.J. Bullock, Selected Readings in Public 
Finance, 1906.), 崇文館， 1913年とである．この両書は『国民経済雑誌』の新刊紹
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介の欄にとりあげられていることを著者は指摘して，三上が「戦前のわが国にアメ
リカ財政学を紹介する役割を果たした」”とのべている．著者は本章の末尾に付録と
して「三上正毅著作仮目録」をそえているが，それによると，三上には著書はない
が，上記の 4種をふくめて16種にのぼるさまざまの訳書を発行していることがわか
る．三上がエール大学で5年間すごしてサムナーやフィッシャーの講義をきき叫欧
洲にまわってケンブリッジでマーシャルの講義もきき， 10年の留学を終えて1906年
に帰国した後，教育者・研究者としても，大正以後活動した立憲政友会系の政治家
としても大成せず，結局「米国帰りで英語使い」として忘れられていったという一
贅者が前著で紹介したアメリカの大学で学位をとって帰国した小野英二郎や塩沢
昌貞の経歴にくらべて恵まれなかった~ 著者は同情と理解を示しつ
つ彼の紹介を終えている．
第3章では「フランス財政学の導入者」宇川盛三郎 (1855-1925)がとりあげら
れている．著者が宇川に関心をもったのは，わが国への財政学導入史との関連―
明治初期にはレオン・セーやルロアボリュー，モーリス・プロックなどフランス系
の経済学•財政学も導入された一ーだけではなく，関西法律学校→関西大学におい
てもフランス系の経済学の講義が行われ，関西大学が「近畿地区におけるフランス
経済学の移入と普及の基地であったという歴史的背景」叫こよるものであった．私も
宇川の名を知ったのは，彼がお雇い外国人のポアソナードやアッペールがフランス
語で行った講義の通訳・翻訳者として活動しており，手塚太郎など彼らの東京での
講義をうけた日本の法曹が関西法律学校で法学や経済学の講義をしていたからであ
る10).
著者は，本章で宇川の経歴や著作をくわしく調査し11),宇川が官界でフランス語の
通訳・翻訳に従事した後政界に転身したが成功せず，京都に移転して行政法・フラ
ンス法を教える傍ら監獄行政理論と思想の普及に活動したが，「明治前期の多彩な活
動の面影は薄れ，やがて彼は時代から忘れ去られていった」12)とのべて，宇川もまた，
三上正毅と同じ運命をたどったことをあきらかにしている．
ところでドイツの経済学・財政学の導入は，明治14年の政変以来，政府の意図の
下積極的に行われ，とくに東大など官立の大学の研究者のドイツの大学への留学を
主軸として展開されたことは著者も前著で概観した通りである 13). 本書第 1部の第
1 章•第 4 章でとりあげられる前田利器 (1845?一没年未詳）と飯山正秀 (1855-
没年未詳）は，著者の精力的な探索にもかかわらず，生没年さえも不明の点が残っ
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てはいるものの， 2人がドイツ経済学・財政学の導入史においてはたした役割が決
して無視できない先駆的なものであることが本書ではじめて解明されたのである．
私は前田がヘンリー・フォン・シーボルト編の『理財要旨 第一輯』（わが国最初
の財政学入門書）を大蔵省から明治12年に出版したことを，著者の前著で知った
が14), 本書ではじめて，前田が大蔵省に出仕して『百科全書商業編全二冊』（文
部省， 1874年）など財政・金融関係の外国書の翻訳に従事したこと，明治初期の洋
学者たちと同様前田も「よろず学者」として『図解 理学大意』 (1877年）や『注解
独逸単語編』 (1871年）などの訳書も刊行していたことを教えられた．また飯山正秀
については，以前独逸学協会のことを調査した時に，飯山がこの協会の会員で，ビ
ショッフの A.Bischof, Catechismus der Finanzwissenschaft, 1870. を訳した『財政
学』を1887年に大倉書店から刊行したことを知ったが15),本書ではじめて，飯山が大
蔵省から逓信省にうつった後1890年郷里で政界に入ったが，事志とちがって失敗し，
「宇川と同じように政治の修羅場に蹟き，時勢に翻弄され」て忘れ去られていった16)
ことを知った．付録の飯山の略年譜• 著作仮目録およびビショッフ著作仮目録は著
者苦心の作である．
I 
本書第II部「欧米経済学と関西大学」で著者は，母校の先翡辰巳経世(1899-1941)
と戸田省三 (1898-1927) の 2 人の「忘れられた経済学者」を第 9 章•第10章でと
りあげているが，この 2人は第8章「A.スミスと関西大学」においても登場する．
1923年はスミス生誕200年で東京の諸大学・団体では記念講演会や雑誌の特輯など
が競って行われたが，関西でもそれに呼応した行事があり，関西大学でも大学昇格
1周年記念の1923年6月5日に千里山学会主催の記念講演会が，また1926年3月9
日の『国富論』発刊150周年記念晩餐会で関西大学経済学会の会員による研究報告が
なされた．当時法学部の学生だった戸田と講師だった辰巳は，ともに前途を嘱望さ
れている少牡気鋭の経済学徒で，スミス記念の講演会や晩餐会でスミス論を発表し
たのである17l_
著者はこの2人がその後全くちがった道を歩むことになる経緯を追跡している．
まず辰巳は，関西大学専門部経済科を1922年に卒業後関大の高等研究科に進み，傍
ら関大の『千里山学報』の主幹となり， 1923年関大専任講師になる．彼は専門部在
学中に『資本論』の研究をはじめ， 1930年頃には専門部でマルクス経済学の講義を
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していたが， 1930年に起った学生ストライキで講師を解任され，同年治安維持法違
反の容疑で拘留， 1932年に懲役2年，執行猶予5年の判決をうける．その後彼は斗
病生活をつづけつつ『資本論』や奴隷制の研究をすすめ，同時に政治運動に参加し
ていたが， 1942年8月に病没した．辰巳の生前の業績については， 1965年に住谷悦
治，蠅川虎三ら関西の著名の学者達を世話人とする追悼会が持たれたのを契機に，
調査が進められ，葉武権次郎「香ふや菊—辰巳経世の略歴と著作一」（関大経済
学会『経済学会報』第3号， 1982年）によってほぼその全貌が明らかになった．著
者も主としてこの葉武の労作により，その後得られた情報を加味しつつ辰巳の紹介
の筆をすすめている 18)•
葉武の「年譜」によれば， 1933年7月7日づけの『大坂朝日新聞』の「獄中の河
上肇博士」の記事が辰巳のスクラップ帳に保存されている由である．河上は辰巳の
『資本論読本』（清和書店， 1935年）を読む機会はなかったと思われるが，若き日に
関大の福島学舎で経済学を講義したこともある河上19)が，同じ関大の夜間部でマル
クス経済学を講義している辰巳のことを知ったとしたら，おそらく声援をおくった
ことであろう．
一方戸田省三は，日本電力に勤務しつつ1926年3月に関西大学法学部を卒業する
が，在学中高等試験の行政科と司法科に合格する．しかも戸田は学生時代弁論部員
として地方遊説に辰巳経世とともに参加，社会科学研究会や社会問題研究会，千里
山英語会，国際連盟協会関西大学学生支部などにも関係して多才ぶりを発揮したが，
特に注目すべきはケインズのマーシャル伝を『千里山学報』に連載していることで
ある．そうした経歴の彼は，大学昇格後の関大教員充実計画の一環として実現した
海外派遣留学生制度の最初の留学生として， 1926年4月，妻子をのこして約2ヶ年
の経済学・法理学研究のためにロンドンに旅立った．
戸田の留学出発までの経歴については，これまでもほぼ明らかにされてきたのだ
が，以後の消息については不明の点が多かった．著者は第10章の 3「留学生活」と
4「事故死の原因」で，在英留学中戸田の急死 (1927年1月28日脳溢血のため急死
という訃報が大学にもたらされた）についての調査を思い立ち，ロンドンのローカ
ル紙の 2種に戸田が浴室で死んだが，それはガス中毒（一酸化炭素中毒）による偶
発事故死であると報じたことをつきとめ，それを確認するため戸田の死亡証明の写
しを入手した．当時英国では安全装置の技術が未開発で，この種の事件が続発して
いたという，「日本の建物と比べ気密性の高いフラットでの生活を初めて体験した戸
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田も不幸にして犠牲者のひとりになったのである」zoi_
E. キャナンの指導をうけるつもりが，彼の退職で不可能になったものの，ォック
スフォードに彼を訪問したり，ケンブリッジにマーシャル婦人をたずねたりしつつ，
1月10日から開始された LSEの春学期に通いはじめた矢先の戸田の悲運は，50年後
やはり関大からの在外研究員として，ロンドン生活を LSEで送った私の胸をうつ．
著者は戸田がロンドンであつめた図書を検討し，「上記のような蔵書の種類からキリ
スト教徒である戸田が英国の社会主義思想に関心をもっていたのではないか」21)と
推察しているが， LSEの学風から見て，もし戸田がLSEでの研究を継続していた
ら，さぞ多くの収穫をあげて帰国したことと思われる．
IV 
著者は本書で明治の啓蒙期に活躍した知識人を紹介したが，「英語つかい」の「よ
ろず屋」として彼らと同時代の典型的な文筆業者に渋江保(1857-1930)がいるzi_
彼は博文館が零細なー出版社から急成長して明治の出版王国の主柱になるまでの明
治20~28年の間に，博文館が矢つぎばやに出版した叢書や雑誌に八面六臀の活躍を
するが，明治28年以降博文館が帝国大学出身の学士を迎えて各分野の専門家を登
用する方針をとってから博文館と絶縁し，その後昭和期まで文筆活動をつづけたも
のの，世間からほとんど忘れられてしまった。このような彼の生涯は，啓蒙期の知
識人が成功するかしないかは，有力な出版社と結びついて発表の場所を確保しえた
かどうかによること，またそれに成功したとしても明治の後半期以降は，専攻分野
で独自の基盤をかためないかぎり世間からかえりみられなくなるという 2つの点
で，本書に登場する「忘れられた人々」の運命を明示しているといえよう．
本書に登場する人々のうち，飯山正秀は独逸学協会と結びついて協会の出版物に
発表の場所を求め得たし，三上正毅は大日本文明協会と結びついて協会の出版物と
して訳書を刊行しえたし，岩崎小二郎23)は田口卯吉の経済雑誌社との縁で，そこの出
版物に彼の消息を記録することができた．今後明治期の社会科学系出版社の雑誌や
社史の研究がより進めば，忘れられた啓蒙知識人の足跡の解明もより進むのではな
かろうか。
本書に登場する人々のうち，宇川盛三郎，飯山正秀，三上正毅の 3人がいずれも
後半生で政治の世界に活躍の場を求め，「政治の修羅場につまづい」て不遇の晩年を
おくることになったことに著者は注目している．彼らはフランス， ドイツ，アメリ
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力と留学先もことなり，出先の官庁に勤務したか私費での留学生だったかのちがい
もあったが，明治時代にかなり長期にわたる先進国での生活をおくった経験がある．
1890年に議会制度がはじまったものの，先進国に比して近代政治が緒についたばか
りの日本で，政治の民主化・近代化を求めてその世界に入り，在外生活の体験をい
かそうと志した知識人の気持ちはよくわかる．いつまでも「よろず屋」の文筆業で
いることから脱皮し，教育家や研究者への道でもなく，あえて政治という未知の世
界にとびこんだ雄図は，しかし挫折してしまった. 3人それぞれの特殊な事情もあ
ったであろうが，共通した背景， 19世紀末から20世紀の初頭にかけての日本の政治
機構やその根底にある社会構造が，洋行帰りの知識人を政界にむかえ入れて彼らを
生かすまでにいたっていないという事情があったのではないか，それならそういう
ことを可能にする条件とはいかなるものが考えられるであろうか．
本書は，こうした 2つの問題を読者に問いかけているのではなかろうか．私には，
この克明な実証的事例研究から，以上のような日本近代史の一般的な問題をくみと
ることができるように思われた．
（関西大学出版部， 1996年7月刊， B5版， iv+217ページ.4,120円）
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14)同書， 75-76ペー ジ．
15)杉原『西欧経済学と近代日本」，未来社， 1972年， 19-22ページ．同『日本経済思想史
論集J,未来社， 25ペー ジ．
16)本書， 67ペー ジ．
17)著者の調査によれば，講演会での戸田の演題は「大経済学者とそのラヴ・アッフェア
ー」，晩餐会での演題は「アダム・スミスの伝記」，辰巳の晩餐会での演題は「経済学史上
におけるアダム・スミスの地位」であった．本書， 156-158ページ参照．
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